
北川村起業家農業者の育成・支援について

◎就農までの流れ

◎営農モデル及び農地の確保について

新規就農（起業家農業者として経営開始）研修期間（地域おこし協力隊/委託型）
就農相談

1年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目

月 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

露地

[営農モデル]

剪定 防除等栽培管理 収穫

150ａ

年間総労働時間4,200時間
労働力 2人、臨時雇用 2人
装備：動力噴霧器・脚立・草刈機・軽トラック・農舎

1,022万円 440万円 582万円

[農地と所得イメージ]

圃場ＮＯ 面積 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12

新植1 50a

新植2 50a

成木 50a

農業所得 － － － ８0
１
０
８

258 275 374 453 529 555 582

委託金・補助金 290万円/年 150万円/年 － － － － － －

所得合計(万円) 290万円/年 230 258 350 275 374 453 529 555

年目

収穫

収穫

収穫

定植

定植

公社園地

582

村内篤農家で技術研修 将来の自己園地を中心に技術研修

地域おこし協力隊委託料290万円/年 経営開始資金150万円/年（新規就農３年間、50歳未満）

農業所得

［その他補助金］ 北川村ゆず次世代人材投資事業 150万円/年 （新規就農３年間、60歳未満）
 北川村ゆず省力化栽培投資事業 100万円 （ゆず省力化機械、1/2補助）
 北川村地域おこし協力隊起業等支援補助金 100万円 （村内で居住・起業）
 果樹経営支援対策事業 43～45万円/10a （ゆずの新植・改植、ＪＡ柚子部員）

※補助金受給には、認定新規就農者等の要件を満たす必要があります。

２０２３．９．２２

※その他、草刈り機などの農機具や軽トラックを貸与。家賃補助あり。
[将来の自己園地について]
研修２年目以降、就農後、自己園地とするための農地を（一社）北川村
振興公社が借り上げて、研修用園地とします。就農時に、利用権などの
名義を変更し、自己耕作園地とします。

経営面積 売上高 支出合計 所得：  －  ＝

自己園地
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